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小型高圧電源装置の製作
神奈川県立湘南台高等学校・山本明利＠ＹＰＣ（横浜物理サークル）

０：はじめに
従来、静電高圧実験や各種放電実験には高圧電源として、誘導コイルやバンデグラーフ
あるいはウィムズハースト起電器が用いられてきました。いずれもかなり高価な上、取り
扱い上も若干の技術を要する装置でした。しかし、ここでご紹介する小型高電圧電源装置
によれば、極めて安価かつ手軽にこれらの実験を行うことができます。
ここで使用する高圧電源モジュールは石川県教育委員会事務局学校指導課の竹中功先生
が秋葉原のジャンクショップで発掘したものです。それを神奈川県立城郷高校の右近修治
先生がＹＰＣの例会で紹介し、コンデンサーのモデル実験や静電界観察そうによる電気力
線の観察などの静電気実験 、さらには電気共振実験 への応用の可能性を示しました。

１ ２））

ここではこの電源をより安全に使うための小型高圧電源装置の工作方法を解説します。

１：パーツリスト
工作に必要なパーツは以下の通り
です （ＹＰＣ特製キットは以下のパ。
ーツがセットになっています ）。
①高圧電源モジュール×１
②シャーシ×１
③トグルスイッチ×１
④ジャンパージャック 赤×１

黒×１
⑤００６Ｐ積層乾電池×２
⑥バッテリースナップ×２
⑦出力コード 赤２２cm×１

黒１４cm×１
⑧絶縁用熱収縮チューブ

太３cm×２
太1.5cm×２
太１cm×１
細１cm×３

このほかに工具として、はんだご
て(30W)、ヤニ入り糸はんだ少量、ニ
ッパ、ペンチなどが必要です。

ス イ ッ チ つ ま み の 絶 縁２：
熱収縮チューブ（細１cm）をトグ
ルスイッチのつまみにかぶせ、写真
のように弱火に設定したライターの
炎であぶります。チューブが縮んで
スイッチつまみを被覆します。
高電圧が漏れてスイッチを通じて
感電するのを防止する効果がありま
す。熱収縮チューブの取り扱いの練
習も兼ねています。



３：電源モジュールまわりの配線
組み立てに先立って、高圧電源モ
ジュール周辺のはんだ付け配線をし
ておきます。まず、高圧電源モジュ
ールの電源側コード（赤と黒の細い
線）は長すぎるので、10cmぐらいを
残して切断します。それぞれのコー
ドの先端はニッパで３mmぐらい被覆
をむいて、あらかじめはんだをのせ
ておきます。ジャンパージャックや
トグルスイッチの端子にも前もって
はんだをのせておきます。
配線は右の写真のとおりです。ま

高 圧 電ず、スイッチの一方の端子に
を、源 モ ジ ュ ー ル の 黒 い 電 源 コ ー ド

バ ッ テ リ ースイッチの残りの端子に
をはんだス ナ ッ プ の 黒 い コ ー ド 一 本

付けします。この際、下の写真のよ
うに熱収縮チューブ（太１cm）を通

。しておくのを忘れないようにします
はんだ付け終了後、前の作業と同じ

、ようにライターで熱して熱収縮させ
端子を保護します。
この絶縁被覆はスイッチの二つの
端子に高圧電源モジュール本体の金
属容器や００６Ｐ乾電池の外装の金
属が触れて短絡し、不用意に電源が
入るのを防ぐ目的で行います
バッテリースナップは使用目的に

。応じて２個または１個とりつけます
高い出力電圧（約 1 2 0 0 0 V ） を 得より

（ ）、たい場合は２個直列 上の写真の例
半 分 の 出 力 電 圧 に 抑安全を期して約
接続します。いずえ る な ら １ 個 だ け

れの場合も高圧電源モジュールの赤
い電源コードとバッテリースナップ
の赤いコードをはんだ付けします。

（ ）接続部は熱収縮チューブ 細１cm
で被覆します。はんだ付け前にチュ
ーブを通しておくのを忘れないよう
にしましょう。
最後に出力側の配線をします。高
圧電源モジュールから出ている２本
の白いコードのうち＋側（短い方）
に太いコード 赤22cm を －側 長（ ） 、 （
い方）に太いコード（黒14cm）をは
んだ付けします。
接続部は右の写真のように、熱収
縮チューブ（太1.5cm）で被覆してお
きます。ジャンパージャックはここ
ではまだはんだ付けしません。



４：シャーシにスイッチを取りつける
配線の終わった回路をシャーシに
組み込みます。手始めにトグルスイ
ッチを取りつけます。
トグルスイッチのナットとワッシ
ャを一度はずします。最後のナット
１個だけは残し、時計回りにねじっ
て一番奥までねじ込んでおきます。
その後ギザギザのスプリングワッシ
ャを通しておきます。
次に、右の写真のようにシャーシ
の穴に通し、外側からナットで固定
します。ナットの締め付けにはペン
チを使います。
この際、スイッチの上下に注意し
コ ー ド が は ん だ 付 け し て あ るます。

すれば、端 子 が 下 に 来 る よ う に 固 定
ノブを上に上げたときにスイッチオ
ンとなります。 ので気をつけましょう。逆にすると感電事故の元になります

５：回路をシャーシに組
み込む
回路を写真のようにシャーシに組
み込みます。高圧電源モジュールか
ら出ている出力コードをシャーシの
側面の二つの穴からそれぞれ引き出
します。高圧電源モジュールは両面
テープなどでシャーシの底面に固定
するとよいでしょう。
穴から引き出した出力コードを熱
収縮チューブ（太３cm）に通し、先
端に同じ色のジャンパージャックを
それぞれはんだ付けします。ジャン
パージャックのナットは使いません

。のであらかじめ取り外しておきます
はんだが冷えたら熱収縮チューブ
をジャンパージャックの首の部分ま
でかぶせ、ライターの炎で軽くあぶ
って接続部を被覆します。チューブ
が長くて太いので、コードをひねり
ながら、むらのないようにまんべん
なく加熱してください
最後に、もう一度配線を点検し、
ス イ ッ チ が オ フ に な っ て い る の を 確
した上で、バッテリースナップに認
電池をとりつけます。工作が完全に
終了するまで、電池は絶対に取りつ
けてはいけません。
以上で装置の組み立ては完了しま
したが、スイッチを入れる前に必ず
以下の注意をお読みください。



完成した小型高圧電源装置 出力コードを本体内に収納することができる

６：小型高圧電源装置の使用上の注意
本機に使用した高圧電源モジュールが発生する電圧はバンデグラーフに比べれば低く、
供給される電流も誘導コイルほどではないので、むやみに恐れることはありませんが、１
万Ｖの高電圧を扱うので、感電に対する対策は十分に行うべきです。
どんな静電高圧実験でも同じですが、このぐらいの電圧になると電極に直接接触しなく
ても火花放電によって電撃が飛んできます。 よう出力電極の 1 c m 以 内には指を近づけない
に注意します。電源モジュールの金属シャーシはマイナス側に接続されていますから、マ
イナス側の出力コードを手で操作するように実験を組み立てれば感電を避けることができ
ます。 です。電源を入れたままプラス側の出力から配線作業を行うのは危険
スイッチを切っても内部のコンデンサーには電荷が残っていて、もう一発放電できるだ

電源を切ったら必ず出力電極を金属に押しつけてコンデけのエネルギーを蓄えています。
習慣をつけましょう。輸送時も含め、使用しないときは電池をすべてはンサーを放電する

ずしておきます。
出力電圧は約１万Ｖの高圧ですが、蓄えられる電気量がわずかなので仮に感電しても命

（ ）にかかわることはありません しかし この。 、 出力を外部のコンデンサー ライデン瓶など
です。出力にこれ以上の改造を施してはいけません。に導いて電荷を蓄えることは禁物

電源モジュールの入力電圧の定格は12Ｖですから006P電池１個（９Ｖ）が適当ですが、
006P２個直列（18Ｖ）で長時間使用しても特に過熱や性能劣化は見られませんでした。こ
の場合の出力電圧は三門正吾先生の測定では12000Ｖになっているとのことです。

心臓ペースメーカー装着者など身体的最後に、すべての静電気実験がそうであるように
に特別の事情のある人への配慮 感電の危険を理解できないを忘れてはいけません。また、
子供には決して高電圧の操作をさせるべきではありません。

７：免責事項
著者および著者がこの解説は、ジャンク品を用いての工作の可能性を示したにすぎず、

所属する神奈川県とＹＰＣは、装置の製作過程ならびに完成した装置の使用時に生じたい
装置の製作・使用はあくまでも製作かなる事故に対しても責任を負うことはありません。

者個人の責任において行なってください。上記のとおり危険もあることを理解した上で、
、 。安全に十分配慮しながら くれぐれも事故のないように製作・使用されるよう希望します
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